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年齢、学歴、収入を問わず

平等に学べる場が必要。

それは人々の

居場所を作ることにもなる。

どんな学び

の場が必要？

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

４ みんなが学び続ける社会



人づくり
＝未来づくり

一番の問題は教育。ここにポイ
ントを絞るべき。

日本人のウィークポイントは当
たり前を超える発想がなかなか
出てこないこと。そもそもそう
いう教育がなされていない。古
すぎる発想の根本には教育の問
題がある。

インフラ投資よりも将来の人を
育てることが重要。
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人づくり＝未来づくり。子ども
の教育が一番大事。もっと税金
を使ってよい。

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

４ みんなが学び続ける社会

学校教育を変えていかないと日
本が危ない。



個性を尊重し
自由な発想を

大切に
今の学校は、教科の点数で評価
する部分が大きく、自分のやり
たいことで人に喜んでもらった
り、達成感を感じたりすること
が少ない。

公立校の詰め込み教育を改革し
てほしい。特に受験教育の変革
が必要。偏差値重視の進路指導
はやめてほしい。

個性を尊重し自由な発想を大切
にする社会になってほしい。そ
のためには詰め込み式の教育を
やめないといけない。
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日本の学校はいまだに受験勉強
の場所に止まっている。学校が
予備校みたいだ。

中学受験を経験したが、受験社
会に閉塞感を感じる。今のよう
な大学入試は本当に必要か。
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大人の
価値観を

変える

大人自身をもっと自分らしく生
きられるように、ある意味育て
ないと、いくら子どもの個性を
伸ばすとか言ってもダメだ。

大人の価値観を変えないと、い
くらいい施設や、いいサービス
を提供しても、子どもの世界も、
社会もよくならない。

根本は家庭教育であり、お父さ
んお母さんの教育から始める必
要がある。遠回りのようだが、
その方が早い。

子どもの問題の多くが大人の問
題で、大人が変わらないと解決
しない。まず大事なのは、大人
自身が自分と子どもが違う人間
であることを認めること、子ど
もに自分の価値観を押し付けな
いことだ。

双子でも個性が違うのに、すべ
ての人が一人ひとり違うという
当たり前のことが分かっていな
い大人が本当に多い。
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親にとって重要なことは、子ど
もを変える唯一の方法は自分が
変わることだと気づくことだ。
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社会の
価値観を

変える

良い大学に入って、大きな企業
で働いてという、一般に良しと
される価値観をチェンジさせる
必要がある。

「いい大学へ行って大きな会社
に入って、出世することが幸
せ」という、価値観は正しいの
か。学校だけでなく、社会の価
値観そのものを思い切って変え
ないといけない。

今まで親と先生のいうことを聞
くことが一番大事だと思って生
きてきた。それが大学に入ると
急に、好きな研究をしろ、どこ
の会社に入るかは自由だと言わ
れて困る。

不登校の子どもたちは、人間を
枠にはめようとする今の教育の
限界に対し、一生懸命声を挙げ
てくれているのではないか。

小中高とありきたりの教育の中
に押し込められて、受験で合格
して大学に入った途端に自由に
しなさいと言われても無理な状
態になってしまっている。

子ども時代は、みんな同じでな
いといけない、という学校教育
に息苦しさを感じていた。
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自分で選択
することで

幸福に

人の言うことをよく聞き、その
上で最後に決めるのは自分とい
うのが「自己決定」の本質だ。

所得や学歴より「自分で選択で
きること」の方が生活の満足度
や幸福度とのつながりが強い。

個が充実してこそ、他人にも優
しくできる。

自分らしさを追求することを教
育するなら、ありのままの私で
いい、ということを積極的に考
えることがまず必要だろう。

もっと個性を尊重して伸ばす。
自分の意見が言える。そういう
教育をしないと、これからの時
代に自分の力で生きていけない。

自分らしさを押し込めて仮面を
かぶっていたりする状態で個性
を伸ばせと言われても、それは
難しい。

HYOGO VISION 2050 6

相手の立場に立って考える「エ
ンパシー」が教育の中で身に付
けば、世の中が変わる。

「自分らしさ」は「自分勝手」
とは違う。社会との調和を保ち、
社会規範を守るからこそ自由が
手に入るということを子どもに
伝える必要がある。
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なぜ？
どうして？

を伸ばす

学校の先生はオンラインででき
ないことに特化した教育活動を
行う方向で能力を高めたほうが
いい。

科学的に立証された知識を学ぶ
場、信頼できる情報や考え方に
触れる機会、そうしたものが、
オンラインでもいいが、ますま
す重要になってくる。

「知識を蓄える、正解を見つけ
る、ルールに従う」などの能力
ではなく、「アイデアを生み出
す、問題を見つける、個性を尊
重する」といった能力が必要に
なる。

子どもが自分の興味関心から動
き、自分のペースで探究できる
実感を持てるようにすることが
大切。それが、人やモノへの愛
着、学びの意欲、生活全体の態
度を自然と高めていく。

今見えているもの以外の課題を
設定して、解決のために試行錯
誤させる教育が必要。

小さい頃から、何かに興味を
持って、それを探求していくこ
とが少ない。子どもたちの「な
ぜ、どうして」を伸ばすことが
大切ではないか。
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「はみ出す」
価値観で

面白くなる

もっと伸び伸びとした教育で、
夢をつかみ取ろうとする若者を
育てていく必要がある。

いろんな枠組みから「はみ出
す」価値観が生まれたときに面
白くなるんじゃないか。

これからの時代に必要なのは、
真似ではなく、自分で考えて行
動する人だ。個性を伸ばした上
に創造力を育む教育、この教育
を大切にしていく必要がある。

考える力、自発性、そして議論
を臆さない人材づくりというこ
とを一つの目標としてビジョン
で意識的、明示的に掲げないと
変化は期待できないのではない
か。

サラリーマンを作る教育から、
もっと多様な人材を育てる教育
に切り替える必要がある。問題
の根幹は初等中等教育にある。
内申書重視も問題だ。
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教育に
柔軟性を

AIは脅威だが、逆に考えればや
ることはシンプルで、AIが不得
手なところを徹底して鍛えるこ
と、つまり教育が重要。問題は
創造力や心の資本を持ち合わせ
た人材をいかにして増やすか。

世の中の急激な変化に対応でき
る人を育てることが大切。その
ためには柔軟な考え方のできる
大人、フラットな考え方のでき
る大人が必要。つまり教育自体
に柔軟性を持たせてほしい。

得意不得意に応じた関わりが必
要であり、個々の特性に合わせ
た学習環境の整備が大切。

個々の子どもに合わせた学びに
変わることで、教育のあり様が
激変する。子どもたちの成長を
どう考えていくかが課題である。
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子どもができるだけたくさんの
大人の多様な眼差しに触れるこ
とが大切だ。特にユニークな大
人との出会いが重要。



教育格差なく
同等の教育を

全県一律にクオリティの高い教
育が提供できれば、場所に縛ら
れることなく住めるようになる。

教育で貧富の差が出る。そのこ
とで子どもが悲しむことのない
ようにしないといけない。

塾の費用が高額。貧富の差が子
どもの将来に影を落とす。

学校が大事なのに不登校、いじ
めなど問題が多い。
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オンライン化は、学習する意欲
はあるが様々な事情で登校でき
なかったり、過疎地で通学が不
便だったり少人数での学習しか
体験できない環境にいる子ども
を救うことにもつながる。

学校教育は標準化できる部分は
オンラインで標準化し、個別の
フォローをするのが先生の仕事
という形に変えた方が子どもの
ためになる。

子どもが少ない地域でもICTを
活用するなどして日常的に多く
の人と交流できるような学習方
法が行われ、どのような地域で
も教育の格差はなく同等の教育
が行われている。

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

４ みんなが学び続ける社会



人間本来の
五感を鍛える

様々な心動かされる体験を通し
て社会や地域への関心を高め、
心の豊かさを獲得していく。

効率化によって生まれる余白を
使って、人間らしいことを体験
したり学んだりする教育にシフ
トする必要がある。

子どもが頭でっかちになってい
る。知っているが、やったこと
がない。体験を通じて学ぶこと
がますます大事になっている。

体験が子どものクリエイティビ
ティを伸ばすことに気付いてい
る親もいる。体験を通じた学び
が家庭任せになると、格差が拡
大し、固定化する。

子どもの野生復帰が必要だ。原
体験を培うのは、外遊びや土に
触れる経験。自然に触れ、五感
を刺激する環境で子どもを育て
ないと将来が心配。

情操教育に力を入れるべき。教
育のデジタル化が進む中だから
こそ、人間本来の五感を子ども
の頃から鍛えることが大事。
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いろんな
刺激で

夢を広げる

日本の教育は「将来何になりた
いか」といったことを語らせる
ため、職業を１つに絞らせがち。
いろいろな刺激を学生に与えて
いけばもっと夢が広がるはず。

学生の大半が、何となく一般的
な価値観で就職先を決めている。
小さい時から、いろんな職業を
知る機会、自分のキャリアや働
き方を考える機会を与えるのが、
学校や社会の役割だ。

学力重視の教育を頑張ると、地
域の人口を減らすことになる。
大学に行かずに高校を出て地元
で仕事をしていく人を育てる道
筋も大切。
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生き方について若い人の視野が
狭い。世の中にはいろんな仕事
や稼ぎ方、生き方があるという
ことに子どもの頃から触れられ
るようにする必要がある。
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好きなこと
得意なことを

伸ばせる環境

自分で何かをやってみようとい
う機会を学校が与えていくこと
が重要だと思う。

何かにチャレンジするときに、
応援してくれる、受け入れてく
れる空気感がまちにあることが
とても大事。
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自分の好きなこと、得意なこと
でどのようにして社会に貢献で
きるかを子どもたちと一緒に考
えることも大切。

今の若者は、社会は変えられな
いと思っている。学校教育の自
由度を高めて、好きなこと、得
意なことを伸ばせる環境、小さ
な意見やアイデアが生まれやす
い環境をつくる必要がある。
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いろんな
場所で

いろんな人に

出会う

子どもが成長する中で体験すべ
きことのミニマムは何なのか、
それをどう確保するか、という
ことも考える必要がある。

特別支援という形で分けるので
はなく、同じ環境で教育を受け
ながら、どの子も次のステップ
を選んでいけるよう支援する教
育が都市でも地方でも必要。

親が地元の活動を一所懸命やる
姿を子どもが見るのは、子ども
の成長にも良いと思う。

困難に向かって取り組む力など、
学歴ではわからない力をつける
ことに地域や学校が親と一緒に
なって取り組む必要がある。

画一的な学びではなく、いろん
な場所で、いろんな人に出会い、
いろんなことを知る機会がある
ことが重要。

知識の伝達はよく練られた動画
でやる方が効果的。学校でしか
できない経験、集団でしかでき
ない体験をするのが学校の役割
になる。
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大人も子ども
も学び合って

変化していく

大人も子どももみんなが共感し、
学び合って変化していく。ただ
住民になるのではなく、地域に
関わりながら暮らしていくこと
が、地域への愛着にもつながる。

若者や子どもたちが普段関わる
ことのない人と世代の垣根を越
えてつながっていけるまちにし
たい。

学生・若者をもっと地域や社会
とつないでいかないといけない。

グローバル化に対応する一方で、
日本独自の部分を保つことも重
要であり、そうした視点からい
ろいろな教育プログラムを地域、
学校、大学が連携して考え、実
施していくことが大事だ。

HYOGO VISION 2050 15

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

４ みんなが学び続ける社会



コミュニティ
に対する

素地をつくる家庭で「嘘をついてはいけな
い」と言っている親の割合が日
本では減っていて10％程度。当
たり前のことが、もはや当たり
前ではない。だから幼稚園や学
校で教えないといけない。

林業は実技で学ぶのが危険な内
容も多いので、バーチャルで学
ぶことは非常に有効。活用でき
る範囲は今後も広がる。

学校が持つ教育の機能を一部、
地域に移し、地域の大人と子ど
もが交流しながら、ともに成長
できるまちをつくりたい。
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自分はどの地域に根差している
のか、どの地域に責任を持って
いるのかがインストールされて
いないとフリーライダーだらけ
になる。
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コミュニティに対する素地がな
いと誰も地域に目を向けなくな
る。



学ぶ場を
選択できる

6・3・3制をやめて、成長に合
わせて学ぶ場を選択できるよう
な仕組みに改めるべき。

幼少期からいろんな形の教育を
提供できる学校機関がいろんな
場所にできたらいい。

不登校も一つの選択肢。学校に
戻すことを考えるより、学校以
外の学びの場を整えていくこと
が重要だ。どこにも行けていな
い子を減らすことが大切だ。

不登校の話をよく聞くが、親が
自分の価値観を押し付けるばか
りで、子どもの心に寄り添えて
いないせいもあると思う。

フリースクールが重要になる。
もっと多様な学校を選べる選択
肢があればいい。
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教育の選択肢
を広げる

脱画一

兵庫県に住めばこんな教育を受
けられる、こんな人材が育つと
いうことを一つの魅力にして、
しっかり発信していくべき。

学校教育の要諦は子どもたちの
選択肢を広げること。脱「画
一」が必要だ。

小中学校でも、オンラインでい
つでもどの単元でも勉強できる
ようにし、留年や飛び級を選択
できるようにもしてほしい。

生活圏に求める価値で一番重視
するのは、やはり子どもの教育
だ。将来の進路の選択肢が狭
まってしまうのは、大きなデメ
リットだ。

大学や短大での教育も変わり、
複数の分野を専攻して幅広い知
識を形成することや、卒業後直
ちに就職するのではなく様々な
経験をすることに充てるギャッ
プイヤーを経る人が増える。

教育の選択肢を増やし、運動や
芸術、農業、工学など、義務教
育にも選択の自由があってもお
かしくない。
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多世代が
自由に教育を

受ける

大人の教育、生涯教育が広がる
地域は魅力的である。

年齢に関わらず、好きなときに
好きなテーマで学べるように教
育のあり方を変えていくべきだ。

学び続けられるというよりは、
大人になっても学ぶのが当たり
前、学び続けるのが当たり前の
社会をめざすべきだろう。

人生の中でインプットされたバ
イアスに気づくことも生涯学習
の大きな意味の一つだ。

技術の進歩によって人から機械
に仕事が置き換わっていくので、
仕事がなくなりそうな人が別の
仕事にスキルチェンジするため
の学び直しの場を整備していく
ことが大切だ。

若い世代だけではなく全世代が
教育を受けられ、ITに強くなる
こと。多世代が自由に教育を受
け、世代間交流が活発になれば
いい。
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本気で生産性
を上げないと

非常に危険

一人二役、あるいはそれ以上で
きるように新しい能力を身につ
けたり、リタイア後も再度活躍
できるような新たな能力を身に
つけたりといった、能力の再開
発支援制度を作る必要がある。

サービス産業化＝低賃金層の増
加とならないよう、サービス産
業のキャリアパスを作り、学び
直しの環境を整える必要がある。

今の日本には、日本人Aと日本
人Bがいる。日本人Aは50代以上
で、成人後にデジタル社会に
なった世代。日本人Bは30代よ
り下で、スマホが体の一部に
なっている世代。今後は日本人
Bが社会の主役になっていく。
社会のヒエラルキーが変わる。

日本では、民間企業の人的資本
投資も少なく、官民合わせて人
に投資していないので、遅れる
のは当然。

日本の一人当たりGDPは世界の
20位より下まで下がった。日本
が相対的に貧しくなっていると
いうこと。本気で生産性を上げ
ないと非常に危ない状況だ。
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生涯に
わたって

学び続ける

何歳でも何かを学んで得ること
がある。

生涯にわたって学び続けること
で、より良い充実した人生を過
ごすことができる。

行政が中途半端に生涯学習事業
をやるよりも、受講料や通学費
を補助するなどして大学の利用
を促進すべき。

喫緊の課題は図書館を質量共に
充実させること。

子どもから大人まで財力で差が
出ない学習環境を。
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生涯を通じて学べる機会を持つ
ために、専門性を持った熟練者
がリタイヤ後、学校を開くなど、
義務教育以外の場での学習の循
環を作る。

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

４ みんなが学び続ける社会



みんなが先生
みんなが生徒

「みんなが先生、みんなが生徒、
どこでも教室」をキャッチフ
レーズに、あふれる学びの場を
実践している。

地域の中にはいろんな学びの場
がある。テーマ型の学びの場を
もっと増やす必要がある。

学びは完全に道具的なものでは
ない。それ自体を目的とする学
びもあってよい。

学校教育だけでなく、趣味のよ
うなことでも学べる場がもっと
増えれば、親と子どももより一
層関係を深めることができる。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

４ みんなが学び続ける社会
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THE起業みたいなものばかりでなく、

もっとマイクロな起業を大切にして、

集まり住む兵庫になってほしい。

どんな挑戦を

する？

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

５ わきあがる挑戦

いろんななりわいを持つ人が



起業をもっと
身近に

「起業」が「就職」と同じぐら
いの選択肢として普通にある社
会をめざしたい。

起業がもっと身近だということ
が広がるといいのではないか。

起業家たちが人を雇用し、細い
木が大きな幹になるような楽し
く働ける環境をつくりたい。

兵庫県は、スモールビジネスが
たくさんできる環境にある。ス
モールビジネスはやりたいこと
をやりたい方法でできる。自分
プラス一人分の雇用ぐらいでビ
ジネスができる。

個人が地方で輝くには、仕事と
何かを組み合わせて一人ひとり
が価値を生み出していくことが
必要。年齢に関わらず。みんな
が輝く地域になってほしい。

DIYが地域の愛着に結びつく素
晴らしい行為だと身をもって体
感してきた。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

５ わきあがる挑戦



ポイントは
人との出会い

つながり

百戦錬磨の人が伴走してくれる
のであれば、迷っている人は一
歩を踏み出すかもしれない。

兵庫は有名な起業家を輩出して
おり、地元を愛している人もい
る。そういった人とのつなぎは
県に期待する役割だ。

資金や資金調達先を持ち、いか
にコネクションを使って若い人
と組んで、新たな事業展開をす
るかという、シニアの起業に向
けた土壌づくりをしないといけ
ない。

若い人が、好きな事業をどんど
ん起こしていくにしても、まず
一人ではノウハウが足りない。
ポイントの一番は、人との出会
いやつながりである。

兵庫で創業しても、途中で出て
いってしまう人もいる。兵庫に
いたいなと思ってもらえる教育、
環境づくりが大事だ。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

５ わきあがる挑戦

強い側から弱い側へ、これでど
うぞと押し付けるのではなく、
一緒に考え、一緒に決める「伴
走」が大事。



兵庫は本当に
ダイバーシティ

兵庫は本当にダイバーシティ。
こんなになんでもできるところ
はない。

中山間地域は資源の宝庫。その
資源でビジネスを起こして課題
先進国の課題を解決できる。

農業×環境、農業×古民家など
のスモールビジネスが兵庫では
面白いのではないか。

最初の一歩は、その人が踏み出
さないといけない。そのきっか
けが何であっても構わない。と
にかくまず自分から踏み出す、
出ていく、ということだろう。

豊かになりたいなら特区を各地
に立ち上げて、実験的なビジネ
スをたくさんやるべき。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

５ わきあがる挑戦



寄付は
支え合いの

象徴

ボランティア活動や地域のイベ
ントなどへの参加を通して、つ
ながりが広がり、考え方が変わ
る。そこから様々な課題解決へ
発展するのではないか。

兵庫県がもう一度民間非営利セ
クターに目を向け、日本の「非
営利活動の首都」と言われるよ
うになってほしい。

寄付が当たり前の支え合いの文
化を作らないといけない。支え
合いにはいろいろな形があって、
時間は割けないけれども、お金
は出せるということもある。

市民活動だからこそ、何かに縛
られることなく自分たちで進め
ていける。このことを発信して
いけば、地域づくりを主体的に
考える人が増えるだろう。

地域に関わりのある人がどんど
ん参加して、地域づくりや事業
に投資してもらえるようなコン
ソーシアムができたらいい。

大事なことは一人ひとりの市民
参加であり、個人の寄付が盛ん
になること。
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寄付は支え合いの一つの象徴だ。
「日本一寄付の盛んなまち」を
５年ぐらいかけてめざさないか。

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

５ わきあがる挑戦



リスクを
取りやすい

社会へ

将来には不安もリスクも多いが、
それを解消するためにもチャレ
ンジングな人材が活躍できる環
境をつくっていく必要がある。

再挑戦を許してくれる社会、失
敗してもそれがペナルティにな
らない社会、再チャレンジする
ときに資金面などで支えてくれ
る社会の姿が見えるようになる
とよい。

日本は起業のリスクが高すぎる。
失敗しても大丈夫と安心できる
環境の整備に力を入れる必要が
ある。

リスク、失敗、違いを恐れない、
そして非難しないという方向性
を明言するビジョンを望む。

一人ひとりが小さく始めていく
ことを推奨することと併せて、
リスクを取りやすい環境を作る
ことが大切だ。

日本社会はやり直すときのハー
ドルが高い。やり直したい人を
サポートする仕組みの充実が必
要である。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

５ わきあがる挑戦



自分の枠を
はずして

挑戦する

学びやチャレンジする場の確保
をビジョンとして打ち出すと、
若い世代には魅力的に映るので
はないか。

若者が働きやすい場所や、若者
自らが起業しやすい環境をつく
る。若者がチャレンジして失敗
しても、敗者復活できる地域で
ありたい。

自分で個性や創造性が発揮でき
ない方がいる。そういった方が、
落ちこぼれないようにしないと
いけない。

若者は我々が余計なことをしな
くても自走できるポテンシャル
を持っている。だが、社会の圧
力で、自分で枠を作ってしまう
ので、それをいかに外して、ど
んどんやっていいんだよと言っ
ていけるかがポイントだ。

１回起業して終わり、就職して
退職して終わりではなく、いか
に起業を繰り返していくか、シ
ニアになってもアントレプレ
ナーのような生き方を続けるこ
とができるかが大切。

起業するなど、主体性を発揮で
きる人もいる一方で、格差がよ
り大きくなってしまうのではと
心配している。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

５ わきあがる挑戦



お金＝価値は
作り出す

ものだ

お金は会社からもらうものでは
なく、自分で作り出すものだと
知ることが大切。そうしたマイ
ンドを育む教育をすべき。

小さい時から地元の課題を認識
しつつ、経験も地元でして、課
題を解決したいと思ったらビジ
ネスを作れる、将来的に戻って
くることもできる、という教育
は大変重要ではないか。

子どもたちが地域社会の中から、
好奇心を伸ばしていくような取
組が広がればいい。

学校などの箱物がなくても、何
をやりたいかを応援できる体制
があればいい。

実際に商売をやってみるとか、
ものづくりをしてみるとか、実
際にお金をもらうところまです
ることが、本当に役に立つ教育
になる。

HYOGO VISION 2050 30

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

５ わきあがる挑戦



静かに生きた
い人の望みも

叶う地域に

スポーツであれ、他の学びであ
れ、新しいことにいくつになっ
てもチャレンジしていくことが
当たり前の社会になればと思う。

自分のしたいことを自分の好き
なタイミングでいつでも始める
環境が整っている社会になれれ
ば良い。

活き活きワクワクだけではなく
静かに生きたい、何もせずに生
活したいという人の望みも叶う
地域でもあってほしい。

結婚までに自分のやりたいこと
をしようという考えから女性の
方がチャレンジする人が多い。
男性の方が保守的である。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

５ わきあがる挑戦

人が減っていて、集落の活性化
に労力をかけて取り組むところ
まで至らないが、人が減っても
ここでできる限り生活したいと
いう人が多い。
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広い意味での文化が暮らしの中核にあり、

一人ひとりがそのまちに生きる価値を

見出しているということが、

これから重要になる。

暮らしの中での

文化とは？

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

６ わきたつ文化



アートは
生きる力に

なる

毎日の暮らしの中にもっと面白
いこと、アート、楽しいことを
埋め込む。それが特別なことで
はなく、誰もがやっているよう
な地域をつくりたい。

自分が身に着けるものや身近な
空間の美化など、暮らしの中で
表現することで、人とのつなが
りを感じたり、ある場所を大事
に思ったりすることができる。

アートは無駄ではない。生きる
力になるものだ。

なくても生きていけるものが人
生を豊かにしてくれる。

文化のような一見無駄に見える
ものが実は社会の活力源になっ
ているという視点が大切だ。

芸術は心を豊かにするだけでな
く、世界の共通言語である。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

６ わきたつ文化



芸術やスポーツ
が日常に

根付く

生活文化が均一化している。
もっと多様な文化が育ってほし
い。

文化を議論するときに大事なの
は、スケボー、スプレーペイン
ティングなど若い人の文化を周
縁化しないこと。いろんな文化
を活かしてつながりをどう作る
かという視点で考えていく必要
がある。

ダンス、スケートボード、BMX
などスポーツと文化の融合領域
が今元気だ。

伝統文化をはじめ、芸術やス
ポーツが何気ない日常に根付い
ている地域をつくりたい。

観光的でなく、素朴な原風景を
残しながら住民や移住者の暮ら
しにアートが溶け込んで潤いを
与えている地域をめざしたい。

芸術、音楽、習い事などで自分
の幅が広がり、人生を変えてく
れたと思っている。そういう選
択肢が田舎にもあれば、都会よ
りも素敵な住む場所になる。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

６ わきたつ文化



心を一つに
合わせられる

のが文化

芸術文化はもっと身近なものだ
と思っている。誰かと対話する
だけでも、演劇の一手法だし、
そのことで人の暮らしももっと
豊かになる。

文化は協働の有効なツールでも
ある。コロナ禍でも、人の心を
支える上で、音楽や演劇や本な
ど文化の力が大きかった。

地域の人が同じ方向を向いて、
こんな地域をつくっていこうと
心を一つに合わせられるのが文
化である。文化は地域をみんな
でつくっていくために大きな役
割を果たす。

芸術を通じて地域とかかわりた
い。言語が要らないところでど
うつながれるか。体験型で何が
できるかを試していきたい。

共同体を維持する一つの手段と
して、伝統行事や、今の音楽、
映画などの文化を生かしていく。
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Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

６ わきたつ文化



新しい文化を
自ら耕して

つくる

いい文化を新たに作るだけでは
なくて、過去の歴史文化を振り
返って、だからこうなっている
という理解をするような、振り
返りが重要だ。

伝統は守りましょうという思い
は守っても、形は変化していて、
その変化を認められることがこ
の産地の特徴。

新しい文化の創造も素晴らしい
が、これまでの文化を大事にし
て発展させる視点が入ったビ
ジョンであってほしい。

形骸化したものを正確に継承し
ていくことには意味がない。受
け継いだものをどう表現するか
は、次の世代に委ねられている。

これからの時代に必要な文化を
創るときに、昔の文化が参考に
なるならそれを使えばよいが、
そうでないなら、新しい文化を
自ら耕してつくるまで。文化と
はそういうものであるはずだ。

いったん失われたものは元には
戻らない。有形無形の遺産の保
存、継承に取り組んでほしい。

HYOGO VISION 2050 36

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

６ わきたつ文化



小さい頃から
文化に触れる

初等教育で思考力、判断力、表
現力を育成するために、豊岡が
進めている演劇教育を県全体で
導入してはどうか。

地域の人たちが、その土地の歴
史や文化に触れる機会を積極的
に増やしていかないといけない。

小さい頃から音楽や、楽器と触
れ合うことも大切。音楽の好み
などから個性を見つけていける
のではないか。

フランスでは、小学生や中学生
が美術館や劇場に定期的にいく
機会がある。日本でも遠足で美
術館に行くが、そんなに行く機
会はない。

子どもから高齢者まで気軽に音
楽を楽しめる環境をつくり、豊
かな心が育まれ、活気にあふれ
る地域をつくりたい。

HYOGO VISION 2050 37

Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会

６ わきたつ文化

日本の美術館がつまらない。会
話ができ、座り込んで模写でき
る場に変えられるかどうか。


